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労
働
法
と
そ
の
回
周
辺
（ 

） 

典

民壬J
，リミ2

｜明

江
津
は
白
人
肢
の
コ
く
る
も
の
て
あ
る
以
」
、
そ
、
｝
に
は
予
ま
ざ
ま
は
工
ピ
ソ

l
ド

｛
也
寸
叫
）
か
あ
り
、
舞
台
哀
で
は
丘
外
な
ト
ラ
マ

が
日
ヘ
仲
間
さ
れ
こ
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

，
品
川
氏
と
そ
心
同
一
山
知
域
主
対
象
と
し
て
、
そ
う
し
す
に
と
フ
マ
や
工
ピ
ソ

1
ヘ
の
冷
乞

担円ら
9
h
J

二
ナ
る
こ
と

1
7
l
v
－
 

本
稿
む
は
的
～
い
い
の
点
に
お
る

労
働
法
筆
法
ー
）
見
1
M
3
〕

ト
ソ
ブ
一
フ
ン
ナ
と
υ
て
の
誇
り

回
以
い
刷
、
わ
が
国
の
法
律
乏
し
い
足
初
に
は
山
J

の
れ
い
い
円
ら
れ
よ
法
律
で
あ
る
と
ヤ
こ
ら
れ
て
き
た
v

ま
た
、
ら
う

信
ヒ
て
河
川
お
か
し
く
仕
い
事
情
が
あ
っ
た
〉

た
と
え
ば
、
司
法
の
牛
み
の
ぬ
こ
き
れ
る
寺
本
府
作
氏
（
間
三
山
岡
（
｛

1
「
一
九
ハ
一
一
己
年
｝
ヨ
ま
れ
、

り
庁
、
当
尚
の
出
バ
オ
省
労
刷
出
保
護

厨
本
て
〆

＝Tj
j
o
l
f
と

は
、
そ
の
ヨ
伝
寸
占
め
る
一
L
僚
の

l
れ－

非
冗
μ
町
、
川
町
印
有
年

、J
Z
－A

C
γ
 

の
さ
つ
に
述
ヘ
る
ハ

労
時
間
伝
一
高
羽
刊
の
充
足
2
司
時
に
、
彼
ら
は
労
働
ム
準
法

ηtυ
楽
に
取
り
か
か
2

た
u

一出i
際
労
働
長
約
や

γ
メ
ワ
刀
打
一
戸
川
内
止
労
鮒
茶

準
法
、
J

ピ
リ
ス
の
場
法
な
／
）
を
多
w
み
と
し
、

日
半
わ
1
人
法
と
四
日
ら
し
ら
円
わ
せ
な
が
ら
時
間
寸
を
か
け
て
少
し
ず
つ
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c8 

－

〕

P

一一

1lu
〆

？

7

松
平
制
ケ
川
d
J
門
知
書
い
た
久
h
v人
は
む
ら
が
な
の
一
一
一
山
体
で
あ
つ
に
仁
彼
は
イ
ギ
リ
ス
γ

判
明
法
の
例
に
n
っ
て
そ
の
丸
木
え
に
見
出

ー
）
を
つ
け
打
。
見
山
内

L
付
い
き
の
法
律
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
法
制
同
に
伺
い
人
ゲ
た
て
た
。

ひ
ら
が
仕
ユ
μ
山
体
の
法
仲
は
元
に
ハ

も
n判

に
石
本
同
憲
法
草
案
に
お
株
を
取
ら
れ
ず
九
炉
、

条
文
ご
）
の
M
M
山山
1

〆
ば
労
使
主
柏
市
法
ぃ
プ
長
が
広
川
相
主
つ
け
る
こ
／
一
に
な
っ
ん
｝
」
（
九

こ
ん
で
一
円
（
）
n

ま
や
ヘ
ホ
り
丈
土
手
に
も
山
牧
場
一
2
G労
働
保
誕
百
時
の
若
者
辺
事
ー
で
あ
一
つ
に
伐
本
右
土
門
氏
（
大
ー
止
一
門
［
一
九

同
年
｝

生
ま
れ
）

若
心
門
司
労
働
品
格
法
が
祉
に
出
る
正
で

l土

次
の
よ
～
つ
に
述
べ
る
く
ー
に
り
か
あ
る
υ

店
布
I
h
f
ハ
ケ
げ
）

思
れ
な
い
ひ
ら
が
江
の
門
店
外
の
法
主
は
、
ず
レ
日
ん
芯
お
さ
れ
と
山
派
な
も
の
に
な
っ
ラ
ペ

「
三
一
法
案
札
一
成
咋
業
巾
、
ー
J

本
市
北

長
の
一
手
も
と
で
、

ゐ
る
い
は

事

fm引
が
ま
と
ま
る
ご
と
に
、
ぞ
れ
に
見
山
川

L
を
つ
け
て
作
成
予
れ
た

一
条
文
が
で
き
お
か
る
ご
と
に
、

山知、
h

れ
は
ま
こ
と
に
便
利
に
へ
ノ
チ

よ
く
よ
く
外
阿
川
口
以
J

働
ば
を
は
る
と
、
た
と
え
ば
イ
よ
り
ス
工
品
川
一
位
ぬ
る
い
は
米
国
公
l
労
働

基
準
法
な
と
は

一
粂
丈
ま
1
1
は
事
店
ご
と
に
際
世
乞
附
し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
主
設
的
に
肥
川
市
唱
に
背
心
1
む

こ
ら
す
よ
う
に
な
J

た
勺
法
制
ド
パ
存
在
の
際
、
こ
の
桜
町
院
中
、
わ
が
国
の
注
市
川
ー
に
も
し
え
り
人
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ト
八
都
政
論
が
守

わ
さ
れ
た
が
、
法
文
が
［
ハ
辺
体
に
な
っ
て
し
ま
り
が
な
く
な
っ
1
7

一
、
原
題
は
法
L
Y
人
r引
き

L
め
て
体
及
、
ち
「
吹
い
、
法
文
の
内
存
玄
小
企
ヨ

便
利
さ
も
あ
る
と
レ
う
こ
と
で
、
井
主
［
成
一
一
法
制

μ｝
弘
一
部
長
は
ほ
し
庁
に
除
み
き
コ
て

f
さ
っ
た
c

こ
れ
が
わ
が
同
心
法
律
で
、

条
項
に
阿
川
忍
を
附
す
始
め
て
の
J

リ
十
川
広
削
円
、
ニ
な
っ
～

γ
：
」
は
、
れ
々
に
／
一
一
っ
て
一
つ
の
誇
り
と
あ
旬
、

い
ま
の
法
伶
を
厄
て
い
き
六
い
か
感

慨
を
覚
え
る
J

も
の
で
あ
る

一l
l
一
一
一
一
自
ろ
、

寺
本
氏
－
urヰ
伝
に
あ
る

町
一
々
総
主
品
川
坤
法
H
U干
す
L
I

一
は
、
山
川
和
二
二
寸
J
〕

h
j
f

六
円
に
労
務
法
制
宇
一
引
副
委
立
会
の
第

u小
委
員
会
に

一
か
汀
伐
の
八
月
六
円
に
そ
の
ふ
工
丈
が
新
河
八
九
去
さ
孔
～
労
働
茶
準
J
一
草
案
の
こ
と
を
い
い
、
司
氏
に
〕
d

る
一
条
z
人以」

と
の
は
山
し
は
労
働
来
品
川
I

法
草
案
が
先
制
を
つ
り
守
」
と
に
芯
っ
た

と
の
指
滑
に

〆
二
ぺ
J

つ戸
L

、

I
J
t
一
↑

阪
請
に
宅
が 日
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推
移
、
ぶ
し
い
れ
ば
、
労
釣
βγ
店
法
が
「
わ
が
囚
の
法
律
ご
、
桑
原
、
に
原
題
を
附
す
始
め
て
の

v
法
例
L

と
な
っ
た
ミ
こ
は
縫

ι一
で
あ
り
、

ヰ
弔
で
あ
れ
ば
、
ざ
一
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
υ

「
条
ん
よ
り
右
符
に
冗
山
凶
L
を
れ
L
P人
以
初
心
的
は
、
附
和
二

4
の
労
相
μ
基
準
法
」
参
議
院
中
川
げ
制
対
の
け
P
に
は
、
現
在
、
よ
こ
う

吉
か
孔
F

～
ゴ
ラ
」
が
掲
載
3
れ
て
い

の
ブ
ロ
で
ベ
ー
ぇ
、
こ
の
よ
う
に

γ
っ
。
も
ら
ろ
ん
、
筆
者
も
そ
う
信
じ
て
い
1
F

～
こ
と
は

い
う
ま
で
も
日
い
u

労
働
氏
を

4
z
r
Jる
者
に
／
）
っ
て
J

ヘ
ネ
一
れ
は
一
一
つ
の
誇
り
B

U

っ
た
の
で
あ
る
u

幻
r
L

終
わ
コ
た
ト
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー

日
唱
和
一
二
年
出
円
七
日
伝
作
第
四
九
日
勺

ぞ
れ
が
労
働
基
準
民
（
労
界
一
法
）

の八一
h
k

叩い
p
モ
）
汀
し
す
に
リ
い
律
市
口
万
九
λ

十
嵐
山
町
「
る
こ
と
は
、

労
働
法
む
投
帥
で
あ
れ
ば
日
付
で
も
知
っ
て
い
る

同
日
利
付
rLH
一
法
沖
第
不
I

ご
口
勺
が
労
働
高
災
じ
口
抑
信
一
以
決
心

之
主
九
引
を
岐

ur）
v

こ
の

こ
と
ト
ア
也
、
一
向
者
ば
姉
妹
悶
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
つ
工
ノ
し
11
事
情
は
、
出
中
心
忠
い
労
働
出
の
数
削
円
と
う
て
？
白
、

、
ー
「
ノ
J
h

l
j
I
V
 

イ
口
ハ
に
等
し
い
お
柄
ど
っ
た
の
で
あ
る

そ
れ
ゆ
点
、
ふ
と
し
Z
J

九州問快れか、つ

労
持
法
法
と
同
様
に
什
見
出
し
の
付
け
ら
れ
た
統
計
法
の
法
律
弔
口
が

月
二
一
ハ
リ

昭
和
一
二
司

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

法
律
務
一
八
号
で
あ
る
こ
γ

と
を
知
っ
た
と
き
の
ン
ヨ
ヅ
ク
は
大
き
か
っ
た
c

統
計
法
、
引
J

全
jB改
正
さ
れ
る
ノ

1
M

九
年
よ
り
前
の
こ
と

メ
こ
で
、
以
十
三
は
「
川
社
計
法
」

一、一一｝
J

／
べ
、

〈
！
し
》

i
v

、
工

ア
｝
ワ
イ
ド
が
傷
つ
け
り
れ
た
よ
う
な
気
分
を
味
わ
つ
に
、
」
こ
は
、

で
あ
る
お
の
記

t
に
残
っ
て
い
る

川
J

しい机吉川はが
f

公
布
さ
れ
た
白
川
伎
の
昭
和

千I

は
に
は
、
阿
川
方
人
件
条
文
一
urJf、
日
以
ろ
に
十
ノ
山
U
T
L
J／
一
置
く
方
式
）
で

丸山！？
v

け
付
円
ら
れ
U
J

救
ム
い
基
本
法

同
法
も
平
成

ひ
午
に
九
ム
間
改
t
t
さ
れ
ζ

い
る
ア
め
、
川
で
と
は

沼
教
育
長
木
法
t

乙
い

が
法
律
第

一h
Eと
し
て
公
布
さ
れ
て
お
わ
、
仏
果
的
に
は
れ
ら
け
の
法
げ
に
、
労
某
法
は
同
一
こ
の
ゴ
ー
ル
ザ
F

川
で
近
い
設
か

い
ま

11；~；、y王子： CiO 11泣 i81 12ifaJ，〔



c8 

れ
た
一
、
と
に
な
る

し
か
’
＼

ト
ッ
ブ
ノ
ン
ナ
ー
ぐ
し
に
心
地
や
は
、
二
の
で
そ
ノ
に
幻
に
終
わ
っ
た
こ
は
い
え
、
法
律
の
条
文
に
一
見
A
1
ふ
三
和
い
け
ム
ゴ
一
ζ

も
n判

は
、
当
時
の
お
が
凶
に
お
い
て
は
い
ず
れ
に
巾
よ
斬
新
な
γ

イ
デ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
主
主
ー
謀
長
や
松
本
述
市
下
P

口
を
始
め
）
ず
る

労
働
肱
設
州
刊
訂
メ
〆
パ
が
宍
米
山
労
働
立
法
に
と
／
ト
」
／
符
た
と
は
J

う
も
の
け
、
独

μに
そ
う
し
た
ア
イ
平
ア
に
到
注
し
h
J

こ
こ

｜
｜
川
紘
一
百
山
の
マ
わ
か
一
L
K
わ
け
て
は
決
し
亡
な
ど
」
乙
ー
ー
ー
は
、
労
茶
法
こ
Z

の
－
札
’
止
に
民
、
力
）
〕
た
先
迭
の
お
／
ロ
り
た
け
の
に
も
、

γれ
ιhv
改
め
と
強
調
し
て
お
き
た
レ
c

な
科
、
こ
れ
ら
一
件
の
注
げ
（
川
統
一
止
法
、
旧
教
育
片
端
本
江
お
よ
び
労
茶
渋
）
は
、

い
ず
れ
も
山
定
法
下
、
第
九
二
凶
巾
温
、
一
副
会
に

お
い
て
制
定
を
み
た
法
作
で
み
G
U川、

f

の
市
凶
議
会
で
制
定
さ
れ
ど
出
片
N
L
〈
し
て
は
、
〉」
J
U
h
h
同
U
h
M川

一
五
i

何
月
一
六
刊
に

公
布
さ
い
い
七
鼓
判
出
怯

日
よ
ひ
そ
の
姉
妹
況
で
ふ
り
市
双
山
川
町
ノ
比
む
わ
け
一
山
一
、
出
律
治
ー
ハ
f
u早川
d

）

（
法
一
伴
第
r
ム九山勺）、

に
！
も
、

右
に
み
た

川
教
ム
寸
4
4
M
Y
A

？
～
い
と
同
1Lγ
丸
山
よ
り
、

見
川
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
c

た
だ
、
第
一
［
川
凶
公
で
制
定
さ
れ
七
十
い
沖
ー
と
台
め
、
w
m和

一
定
に
公
布
を
み

凶
七
件
？
？
？
ノ
、
粂
丈
同
比
出
し
心
付
け

ら
れ
た
法
律
は
、
わ
「
か
斗
件
を
教
え
る
に
ず
ぎ
な
い

一
別
表
を
参
山
川
）

f
の
多
く
は
、
見
出
し
ゃ
」
代
げ
る
こ
と
が
禁
、
〕
い
一
郎

改
正
法

（
改
正
反
一
止
に
つ
い
て
だ
け
見
出
J

乞
刊
行
る
よ
、
つ
な
法
投
一
L
L

は
行
ね
た
い
）

で
あ
っ
た
と
は
い

L
、
法
汁
け
の
条
正
に
見
山
、
〕

を
化
け
る
戸
一
ζ

が
、
当
肘
川
は
ま
だ
原
則
、
ニ
は
仕
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
υ

一
一
通
り
の
見
出
し
｜
｜
先
人
の
知
恵
と
試
行
錯
誤

ハ
法
を
ふ
J
f
H
也
ふ
く
読
め
ば
、

条
t

止
の
え
の
！
？
〕
の
川
リ
け
汀
に
は
二
通
り
の
も
の
小
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
口
繰
り
込
L
の
閉
山
和
、
こ
し
け

Jγ

に
1
1
T
ば
、
出
統
計
法
に
比
三
る
条
f
j
の
む
屑
に
見
出
し
を
置
く
方
式
と
、
旧
教
育
片
品
作
法
に
佑
ま
る
各
条
文

に
見
出
し

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C 82) 82 [201J 百J



を
宍
く
方
式
が
り
で
れ
で
あ
る
一

宇中－

rdは
そ
の
数
が
ぷ
方
の

点
引
で
は
前
斗
て
の
方
式
が

快
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
、
引
＼
昭
和
一

ビ

（
別
表
、
石
本
一
沼
山
て

T

：
、
、
一

）

l
L
f
 

は

な
可
こ
の
で
J
に
見
出
し
の
れ
け
方
に

通
り
の
［
刀
一
式
が
ほ
m附
さ
れ
た
の
か
ま
た
ん
f
石
、
日
統
計
作
ん
式
が
多
用
び
れ
る

万
で
、

川
敦
（
円
せ
柄
本
法

h
弐
h
J

市
山
し
け
れ
ほ
く
な
J

ん
J

刊
八
出
は
こ
こ
に
d

め
る
の
か
。

そ
の
ヒ
〆
｝
を
つ
え
て
点
、
’
れ
る
も
の
げ

一、川）統一日
F
べ
以
来
に
つ
い
亡
喜
一
訊
J
V
と
行
コ
に
第
九

は
リ
一
医
設
会
υ
川
一
一
一
白
紙
百
法
索
引
別

委
長
会
（
羽
町
J

柑

カ
ー
一
月
白
川
阿
倍
）
に
お
け
る
、
庁
、
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
7
匂

一r以
下
、
五
一
孔
は
原
丈
ど
お
り
～
U

ヘ
ノ
飯
沼
一
省
君

ユ
疋
は
形
式
心

行
ょ
っ
と
白
川
μ
川
ひ
致
し
た
い

1
r
Eび
ま
す
が

此
の
お
孤
の
中
に
係
r
止
の
主
判

と
で
あ

η
ま
す
が

が

L
て
J
F
r

り
ま
す
が
、
円
疋
は
大
管
分
rv
｛
互
い
い
弓
況
で
村
山
病
μ
、J
F火
、
ま
ず
が
、

円
訟
は
外
の
い
い
律
て
も
失
張

η
斯
沿
っ
ア
ア
中
平
う
な
い
と
ど

な
3
る
’
州
政
り
て
？
あ
り
ま
「
か

ハ
ゾ
政
古
川
委
員
（
佐
藤
達
夫
君

六円

。

唯
H
ん
は
兎
に
角
戊
刻
の
試
み
で
ご
ざ
い

1
）て、

18
 

1
3
 

ハバ
Ul
 

rけ

υ
J
ナェA、

j
 
－技

今
期
一
一
仙
台
に
提
実
致
し
主
す
る
U
M
律
L
ん
に
付
き
ー
し
て
、
買
は
ム
ユ
埠
樹
、
っ
一
f

？
？
｝
と
を
や
っ
て
い
怖
れ

ま
せ
ね
の
吹

初
め
て
回
心
む
切
っ
て
山
剤
使
な
形
を
民
一
り
ま
げ
た
認
で
ご
玄
い
ま
す
が

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

全
部
が
九
一
一
乙
で
一
貫
す
る
と
一
ぶ
ふ
所
λ

止
の
態
度
ピ
決

ι
L
J
L
M司
令
認
で
は
ご
ぜ
ぐ
い
土
せ
ぬ
、
付
札
制
川
審
議
な
煩
は
〕
士
ず
、
判
へ
ば

裁
判
所
法
で
ご
ざ
い
ま
す
乙
か
、
匂
こ
れ
か
っ
必
間
集
地
訟
で
ご
ざ
い
士
ア
こ
か
、

」

fx」
い
ま
し
て
、
三
市
川
し
仁
ヰ

あ
っ
た
ら
こ
古
ふ
ノ
山
内
山
引
を
抑
き
ま
す
る
や
う
な
ー
も
の
に
付
き
ま
し
て
は
、
柏
戸
hυ
野
校
な
和
い
室
主
講
じ
ま

L
一1
1

少
L
で
ー
も
法
律
、
町
竹
↑
h

お
く

L
に
い
と
一
に
ふ
努
力
は
殺
し
て
川
市
り

全
部
阿
川
設
に
設
す
J

；｝一
y

ご
ω御
約
行
取
は
、

ま
に
致
「
段
階
に
は
主
つ
マ
、
［
め
り
士
わ
ぬ

パ
）
飯
沼
一
諸
問
看

設
〈
分
り
ま
し
h
J

が
、
是
は
恐
ら
，
、
町
内
ノ
一
片
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
前
山
川
J

じ
ケ
八
張
り
括
弧
の
中
ヘ
御
入
れ
に
な

へJ

た
方
、
か
｛
立
い
ヨ
～
ち
ゃ
な
か
ら
可
か
、

足ー一一、仁川
Z
V
F
U
判
況
に
指
弧
は

L
で
置
く
正
は
、
知
何
に
も
も
ょ
っ
と
刊
一
以
内
わ
の
や
当
に
忠
ひ
】
一
三
3
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））ミU
政
府
委
員
（
佐
藤
達
夫
君

ん
は
綜
な
考
へ
方
ー
も
ぷ
h
aリ
ト
ハ
ね
ま
す
ノ
が
、
弘
共
こ
武

L
ま

L
て
は
、
批
の
本
岨
垣
と
止
1
1
L

ま
ず
か
、
本

も
n判

丈
に
川
出
る
部
分
ー
一
附
則
に
h
門
司
令
部
分
乙
は
、
主
常
に
大
台
な
境
界
線
え
い
持
〈
J
1
d

一
の
乙
与
へ
て
ば
り
ま

f

ホ
校
な
片
山
味
ミ

日
約
へ
ば
地

行
明
日
を
定
吟
る
」
か
け
柱
忌
」
尽
な
規
定
ζ

か
、
十
小
食
に
除
け
た
り
の
規
則
と
云
ふ
ゃ
ぶ
な
も
の
と
考
へ
ζ

Bせ
り
ま
す
顎
係

i
、
河
川
則
か

り
一
絞
り
抗
体
ζ
は
、
欠
損
り
釘
円
か
は
っ
き
り
と
線
z乞
引
い
と
置
い
た
万
引
官
し
い
の
ち
ゃ
ぽ
い
刊
さ
う
一
’
7
u考
か
ら
、
期
待
以
形
に
な

っ
た
誌
で
あ
れ
ま
ヲ

。
子
呂
町
－
常
務
費
者

4
r
h
で
す
ね
、
之
の
配
り
方
で
「
が
、
聞
の
俗
文

モ
ー
れ
に
附
加
へ
て
、

J
比
ら
弓
w

こ
と
で
ず
が

品
目
、
こ
J
ワーっ
7li
－－U
7
J

ヲーェ
J
h
d

J

：
l
l
：
ー
（
）
V

J

げ
に
ら
i
d
i
い
心
か
、
下
げ
h

一
ら
官
い
の
か
、
ど
う
も

。
政
府
委
員
（
件
江
藤
達
夫
君

見
山
し
の
向
山
越
は
、

汗
心
淡
を
け
い
一
け
れ
ば
、

寸
尤
ば
誠
L

取
り
は
ぬ
も
泣
い
二
ー
と
に
な

ど
も
、
可
貞
利
3

是
は
苫
心
没
、
し
ま
し
て

廷
は
外
岡
の
州
内

つ
の
ん
え
と
し
て
は
、
第
一
校
と
一
に
ふ
燥
す
、
の
竿
ろ

i
山
一
万
＼
ト
げ
た
方
が

訟
と
に
也
、
｝
ざ
い
ま
す
が
、

Z

れ
が
一
帯
ん
ト
い
ん
百
九
山
た
い
か
と
ぢ
ヴ
」
と
が
考
＼
ら
れ
ま
す
、

M
止
は
又
紙
の
尚
約
〈
U
F庄
如
、
り
一
川
へ
ば
、

E
h引
に
山
丈
引
い
一
日
乙
考
へ
ま
ト
リ
と
、
北
汁
%
に
ブ
↑
ノ
ン
ク
が
｛
ん
で
い
て
し
ま
ひ
立
、
〕
て
、
手
え
ノ
F
（
ふ
誌
に
ち
行
く
ま
い
！
こ
ぶ
ふ
の
で
、
慌
に
山
山

す
と
工
、
〉
こ
と
は
己
む
を
剖
げ
な
い
だ
ら
A

と
一
以
ふ
こ
と

た
、
俗
、
横
九
致
工
d

？

？
J

ま
J

て
色
、
－
7
J
配
れ
も
、

つ八九
f
菊
森
了
爵
が
内
川
市
〕
ゃ
い
ま
「
や
う
に
、

一
…
い
！
の
所
ー
か

い
た
う
｛
日
い
の
か
、

一一

7
日
が
宜
い
の
か
、

出

j
汁
け
が
且
い
の
か

問

7
日
が
立
い
の
か
で
、
色
ぺ
正
川
一
り
陪
が
あ
る
の
で
あ
h
主

γ
が、

ヮ
？
卜
に

l
げ
ま
す
、

T
）
は
、
形
の
卜
か
ら
け
児
て
ら
丈
ノ
こ
乙
え

で
お
ら
う
ひ
？
と
民
ふ
、
、
／
一
が
ム
丁
た
る
雑
誌
に
な
り
ま
し
て

ネ
一
れ
は
J
H
げ
に
ま
し
た
が

二
字
弓
仏
似
の
所
と
ー
十
山
中
心
三
済
ち
着

札
論
は

い
た
と
巾

t
げ
Q
ほ
治
あ
り
ま

t
山刷、

h
一
色
考
へ
乙
り
て
あ
h
ま

rJ、
そ
’
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
初
日
た
り
こ
し
γ
中
上
げ
ま
す
が
、

U
F
L

山

し
の
閉
山
川
忠
に
刊
一
芳
ま
し
て
は
、

官
、
は
ム
r軒
＝
前
九
可
に
法
主
炊
し
ま
す
法
律
日
正
rL

ヌ唾

、
川
ち
此
の
続
可
法
系
ゴ
ハ
に
、

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C 8") 84 [201J 百J



右
の
カ
ヘ
行
山
山
し
ま
し
て
は
出
、
ν
宇
一
附
日
ま
す
も
の
ベ

24

主
、
）
て
、
仕
（
の

f
に
直
ぐ
括
弧
乞
附
け
ま
、
〕
て
見
山
）
乞

附
け
た
も
の
乙

つ
の
形
を
係
っ
て
ば
り
ま
す
、
そ
れ
は
点
る
べ
く
な
ら
は
、
お
伐
の

ι～
折
川
仙
台
れ
日
て
凡
出
し
を
ね
け
ま
す

L
A
古
節
約
乙
吉
、
三
］
一
品
地
か
り
山
干
し
ま
す
ぐ
二
世
士
、
J

い
こ
と
で
、
左
践
に
試
し
て
は
る
の
で
あ
り
ま
ず
い
μ
、
唯
数
笥
係
に
わ
勾
っ
て
u
品川
M
L

を
付
け
る
、

J
L
1
御
1
許
の
統
？
1L
比一…
d

長
な
と
に
は
伐
の
厄
日

前
除
に
瓦
つ
ζ
E
E九
州
し
を
川
い
十
よ
め
り
ま
す
、
ー
江
j
M
な
陽
台
に
第

の
で
是
は
横
に
出
し
ま
し
に
、
人
7
既
設
舎
に
二
通
り
の
も
の
け
い
出
で
一
軒
h
ま
「

11来

ま
ず
J

の
も
蛇
～
判
か
ζ

ぶ
ひ

た
し
か
に
、
品
川
J

条
の
ト
に
は
出
し

hv
刊
行
る
と

「
一
」
の
こ

2
ぽ
、
政
流
府
内
況
の
極
端
古
紙
不
け
ん
と
い
一
〕

／作品川町のリ叩
rれ
に
は
号
、
仏
る

事
情
の
も
と
で
は
、
大
き
な
わ
問
題
で
あ
ハ
た
と
与
え

b
れ
る
一

も
の
の
、
こ
わ

t
は
共
白
川
川
山
し
と
い
う

T
伝
が
待
用
で
き
な
く
な
る

た
と
え
ば
、

読
点
も
へ
七
条
文
に
U
川
出
Lumd
利
げ
ら
れ
て
い
ム
叫
が
、
そ
の
坪

H
が
ふ
り
会
議
似

（
議
事
祐
一
一
氏
捻
第

ご
式
、
ご
丸
〉
一
、

4
i
ド

h
J勺
〆
巧

F
V
4
r
o
l
L

問
？
と
乞
一
2
1
ん
て
よ
う
店
く
わ
V
つ
に
と
い
：

fyu青
い
過
M
r
で
は
な
い
し

v

」
ご
一

J
／

f
 

お
い
て
色
、
改
市
川
山
川
に
は
い
凡
出
い
が
付
げ
ら
れ
る
よ
ぷ

ι
G
っ
た
こ
と
育
、
議
会
答
弁
心
内
符
に
は

;; 

1え

肘
川
出
川
の
川
時
過
に
払
っ
て
変
む
を
み
ー
も
の
も
な
く
は
1
6
い〉

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

t
d？
7
一

九
b
h

ベ之、
h

つ
い
「
の
統
計
法
に
見
出
、
J

U

J

付
金
、

さ
も
h
同
汽
ん
を
数
え
る
労
災
保
仲
間
寸
い
い
は
見
山
、
に
か

い
竹
か
な
か
っ
に
こ
乙
か
ら
7

子
む
か
る
ぷ
つ
に
、
品
、
γ
人
数
川
J

年
一
雰
に
よ
っ
て
ィ
パ
川
市

L
す
付
け
る
か
ど
う
か
が
決
ま
っ
た
乙
い
う
わ
け
で
も

な
い
ら

L
J
戸
別
表
を
山
俳
句
参
加
…
〉

以凡仁一

こ
の
よ
う
に
試
行
針
訟
J

ゼ
伴
つ
で
い
～
ζ

は
い
え
、

Z

の－札’

A
C右
に
v
一
土
る
込
山
恒
C
は
数
多
く
の
光
人
一
の

ν
ノ
ー
ゼ
と
っ
て
J
U
亡、

いた中山が
J

一
旧
小
さ
れ
て
い
る

一、末日市－
d

｛
補
｝
を
多
町
1

）
。
こ
う
7
ご
一
光
人

η
足
跡
に
知
れ
る
こ
／
7
へ
と
き
に
は
必
交
午
い
え
よ
う
n
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別
表

見
出
し
の
あ
る
法
律
（
昭
和
二
二
年
公
布
ハ
刀

も
n判

すう t~ 
11 
此府
郵i法軍
ほcゆ〆？ヘに’〈： 弓一ンコ？ヨJ外”ぺふ民少大ニ守、
刊5主I~ 
寄職定警こ：E禁書タ習帯 裁溺友営び: 

話判施~i 行試 半裁: 噴労品準t主 ！＇五木ビ費i!; 時
可~~。J、I 
!c 

「；〆l附' と主' ムi 

以

F立ヱノ同～ 
対」

三dζ そ " ／一守ア句、、苛～ 

；イこ主にミ

([) 

官 他

＇~＇ σ3 
＇＂、

号民審フkご
よ

十十fるz五： f干
分限

iJ 
''" 

生r;tト会主 闘す

る γ↑ ？ 

法f皐I対

lる土;; 』
よ会

ノよ、／一 戸 珂 同
「？ f守 月 汀 円 ヤ1 月 可 ／ロ； 円 月 凡 「？ 月 月 有7

／、 ' ノヘ' r寸 u 、 ア日 r、 ノ、 じ ／、
」

~ 日 日 日 日 日 コ 日 日 ~ 日

t~ i F了了ム 川 I＇可 五 1；可（ ，、
五 、

7門: 1:'.1 ノ、 [, 
j門'. 有「寸： 、

; '; 
門; 

門" ' 「寸' 門';  
円

' 
門" ; 門; 

J、 、 二五 ヒノ七、
可寸 ／、

条f失丈fん礼七 ／。、 エL
J主今ぷ二《 七 れ 条

七 ノョ ］ー 'c 
年v下、二 佐々占 丸宅乙、 久パ 併A、で ペfζ、 合々え、 丸宅乙、 年v下、二 久パ 佐々占

方
Lジ d。J' ｛ゾλ； ；＇》 D' ／ ＼ 

Lジ 、J 夕、J、， 
J、

J主

／－一はりわ
J

（
）
是
正
設
は
い
出
乙
当
初
の
も
の
へ
ド
丈
り
が
）

一
J

－
を
基
準
L

r

る。

ゴ
シ

J
7は
現
行
主
※
け
山
布
川
守
に
「
裁
判
ハ
分
限
立

見
出
し
三
三
人
f
w
、
円
統
引
ナ
品
む
）
お
よ
び
は
投
台
斗
ド
辻

l奴ノ、；＇！とAチJ何日出；己記［201J 百J



労
働
組
ん
旦
、
仏
の
一
志
丈

マ
ソ
カ
リ
草
案
と
憲
法
二
八
条

わ
が
当
は
、
敗
戦
絞
、
川
町
和

rut四
月

八

日

に

14び仙
mtυ
を
百
復
す
る
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
宇
山
中
、
h
h

与
す
る
井
－
仏
r
r
b
日
I
門
領

τ
に

私
心
勺
た
。

庄
の
甘
柄
本
法
で
あ
る
志
氏
で
さ
え
、
連
ム
日
1

戸
市
総
司
令
部
（
心
H
Q」
の
舟
不
一
αノ
る
が
ま
ま
に
、
こ
れ
を
杭
’
疋
セ
ざ
る
を

併
な
か
っ

rc
昭
和

年
二
月
一
日
に
日
木
孜
前
川
に
汁
し
て
ボ
さ
れ
ー
一
、
マ
ソ
力

l
叶

l
r｝
奈
が
そ
れ
で
あ
る
。

J

サ
力

I
H
l↑
一
一
支
の
一
六
条
ー
は
、
叫
V

引
の
よ
う
に
規
ど
す
る
一

日
一

μ司
門
戸
内
7
｛

2
－可否、
c
h
r命
h
m
μ
F
c
o
h
m
p
H〕凶
N
m
v
m凶
ロ
｛
一
戸
。

こ
M
C
E
4
2
J口市？のロ
A司
令
一

4

5

当
初
日
外
治
省
訳
は
、

ーペ
A

働
者
hrv
団
結
、

丙
斗
限
説
集
川
ノ
打
為
ヲ
為
J

八
校
利
ハ
ー
ノ
～
り
口
水
位
ス

急
い
て
沢
山
き
わ
た
た
め
台

と
同
市
当

半
視
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
右
に
人
主
λIJへ
日
ず
そ
の
ま
ま
反
行
志
川
仙
の
w
m
tん
と
な
る
d

こ
の
同
二
段
申
一
七
人
た
も
の
は
、

’t『
y
ん
の
位
邑

が
A

人
全
に
移
動
し
、
メ
の
邦
訳
が
「
勤
労
者
の
同
誌
ナ
ゐ
権
利
及
び
凶
体
交
渉
rJ
の
他
の
団
体
行
動
な
す
る
権
利
刊
は
、
と
れ
よ
Y
似
附

す
る
」

E
攻
め
ら
れ
た
守
以
外
に
は
な
い

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

」
の
口
ぷ

A

ハ
条
H
蛍
法

次
の
一
三
ノ
に

ι
め
る
ワ
グ
J

1

法

二

九

一

h
立ー制｛
U
）
七
九
売
を
モ
デ
ル
と
方
υ
て
い

ιい
こ
と

は
、
ア
メ
げ
古
労
働
法
を
少
1

）
と
も
月
J

ん
だ
、
」
／
）
の
あ
る
者
で
あ
れ
ば
、

－

1

一
J

4

3

0

イ
フ

rイ
＼
わ
い
？

ιふハ
M
ザ
f
t

げ
の
だ
戸
］
｝
ゲ
ヘ
｝
d
〈

Aつ

F
r
m
同

1Mm

ニ｛
C

－pv
｛合凶

62
ヨ
」

C
ログコ同
1
J
1
2ヱ
｛
一

L
X、同1
3吋
ぬ
山
口
誌
へ
ご
3
2
y
t－－

日｛ユ
5
h
C
J司
コ

コ
ロ
（
門
C
A
ω
口
問
山
臨
時
巾
山
口

C
A｝
宗
ペ
ハ
《
》
同
丈
Xν
】「門小
vn

－F7CJfv
－
口
小
伝
子
弓
乙
〕
内
向
V
Zぺ

℃
C
M仙
台
。

p
r
c
z
m
l勺
古

4
2
u
r戸
円
m
b
】戸戸門戸町

C
H
A
ニr
p
Mつ
に
ご
区
戸
川
】
］
門
戸
文
凶
こ
門
市
史
》
欠
の
C
C」
2

P

、、」、
J

f
、、

1

7
お
／

日
本
間
窓
法
は
、

ア
メ
リ
カ
法
主
単
に
ス
リ
ム
化
し
に
も
U
と
も
い
え
る
が
、

ワ
グ
ナ

l
法
に

L
う
一
一
け
ら
選
ん
だ

r 
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代
表
者
士
通
じ
仁
川
体
交
泌
を
十
る
棒
利

ヘ川一
4
伶

件一

Jd寸
C
F
d
m
7
2」
」
「

4
Z允
コ
ア
虫
コ
～
ぺ
Z
C｛
伸

一

J
t「
c
dイコ

件
。
「
広
岡

mh54戸

が
、
あ
く
ま
で
「
交
渉
を
わ
う
仁
川
則
正
な
山
単
位
に
お
け
る
労
偶
者
の
泡
山
数
に
よ
っ
て
、
川
体
交
渉
を
日
的
y
r

「
ν

て
L

抱一れ

も
n判

ま
た
は
突
出
さ
れ
に
代
衣
討
玄
守
2
2
E
2
2

ュ2
四同
5
5
7
u
：
子
2

2

V
ご
己
－
5
3
J
E
2
2
A
g
一一2
4
】三｝》包括
2
5
2同

7
v二
三

~ 

【

P今
｝ 

ν 

｛ 
〆

門

" 】

ー
叱プ
門
戸
》

-c~ 
c 

" ＼｝ 
J
U

三
月
じ
て
、
日
体
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
－
そ
心
的

同

JWRFC】〕
H戸

提
子
し
て
川
作
、
｝
／
了
も
お
札
で
は
な
ら
な
い

九
条
川
z
V
｝
ハ
合
問
〉
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
有
は
労
椴
者
の
返
下
数
の
し
ん
お
わ
に
待
小
人
代
表
者

に
よ
る
望
外
！
父
出
で
な
け
、
れ
ば
、
情
用
者
と
の
慌
で
け
等
小
品
交
～
い
わ
は
確
保
亡
一
J

三
げ
か
レ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
〈

ま
た
、

り
グ
ナ

l
法
は
、
？
ー
し
て
泣
ば
れ
に
パ
ん
働
者
の
代
点
者
が
一
賃
金
、
労
働
時
前
マ
七
の
仙
仙
の
労
開
条
件
に
明
ゲ
る
国
外
？
父
必

に
お
い
こ
、
当
fdl父
渉
岸
付
に
お
け
る
全
労
働
省
官
副
総
仰
に
代
衣
「
る
醤
と
な
る

ゲ内己
ι

戸司令河内一
zlhJHmv
問内℃円。
ωmv
口一
bC4〈内
vmJ

。町
D

｝一戸町内内口ぷ
L
3
一て司
mvmJF
口
E
M
b
7
2
ロニ－
T
U
M
L
M
内｝）口同
ivO丹
市

mJC
『内。一一
mvηzd〈mv
ケ
出
向
均

mZ
口山口問』口同命抗日
vm
の｛戸。】百戸内出。町｝
vp
一W4JJM〈白羽
m
y
7
0
に門的

己
主
宮
内
2
ロ仏
E
E
E
C
m
E
4
T
v
g
E
E
）
と
も
堤
山
し
し
f

」
い
た

7
1
長
、
引
を
芳
一
閉
山
）
d

い
わ
ゆ
る
州
他
的
i

父
一
体
代

表
制
が
円
て
れ
で
あ
る
む

労
働
主
が
白
ら
の
代
表
者
し

rJて
選
出
し
た
組
合
（
代
表
組
合
）
口
外
の
組
合
と
も
、
川
外
父
沙
を
汗
－
つ
二
と
を
柿
川
町
中
プ
に
認
め
る

と
、
組
含
聞
で
対
U
に
た
を
設
け
る
こ
と
に
一
三
て
、
何
円
手
二
日
こ
え

J

た
代
友
如
刊
ム
円
の
地
J

げ
を
い
く
ら
5
も
品
川
一
か
す

F
R’
可
能
に

戸川

υ
一

な
る
ロ
そ
の
さ
7

仕
懸
念
を
攻
り
除
く
ャ

J
に
、
昨
他
的
ー
父
渋
代
表
判
例
む
と
誌
は
あ
3

ん
よ
ょ
う
て
よ
い
J

け
他
ん
、
使
用
有
に
対
し
て

川
休
八
人
沙
の
－
ア
｝
プ
ル
に
つ
く
」
こ
を
権
利
1

「
／
て
÷
張
す
る
以
上
、
ル
う
し
た
権
利
ム
張
を
な
し
侍
る
の
は
、
少
な
く
と
も
労
偶
者

心
足
下
数
－
U
文
字
を
持
た
労
働
組
行
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
、
」
の
市
一
政
は
い
ι令
り
剛
山
ピ
も
あ
っ

T
V
坑
M

T
）、

f
u
H
Q
D
出
肝
不
乙
強
勾
引
に
民
り
、

ζ 

七

公
共
の
科
祉
に

円＋
J
L
I

憲
法
に
叱
仇
り
ら
れ
～
の
は
、

川
れ
た
り
村
祉
の
｝
～
め
ー

一氏
1
一
ぱ
レ
限
り
一
と

W
7た

一
条
を
参
照
）
も
の
の
、
丈
山
十
7y
お
り
F

一
ア
サ
？
な
団
体

般
的
な
制
訟
は
兵
三
一
人

条
ー
お
よ
ひ
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交
渉
権
の
保
院
円
で
あ
り
、

そ
れ
が
問
付
父
訟
を
悦
…
校
山
中
な
も
の
と
「
る
危
険
は
唱
に
あ
っ
た
c月

ゐ
二
日
法
律
治
五
サ
、
川
労
組
以
）

は
、
と
れ
ま
十
一
心
H
Q
の
指
不
に
よ
っ
て
「
団
体
交
沙
椛
ノ
保
護
助
成
を
そ
の
河
的
乙
し
て
伝
り
る
う
も
の
で
あ
っ
ロ
ヘ
奈
攻
守
一

た
だ
、
小
包
什
川
、
に
先
行
す
る
形
ご
阪
に
制
夕
日
立
み
て
い
た
け
万
惜
組
合
法

戸
防
相

f、、
' I. 

／
｝
は
い
え
、
使
用
者
が
労
働
↑
宍
μ
と
の
図
体
i

父
九
い
か
ね
戸
）
ア
場
合
に
も
、
そ
れ
を
労
樹
委
員
会
に
よ
る
斡
旋
に
委
ね
る
に
こ

こ
ま

J
E
い

♂
「
〕
久
イ

zhvに
京
高
…
）
。
司
令
い
れ
ゆ
え
、
y

む
に
正

k
F
1
J
U
D
リ
ス
ク
が
ニ
エ
六
ら
間
一
有
化
す
る
こ
ζ

も
は
古
っ
た

J青

の
で
d

苧〆匂
η

労
働
組
合
涼
の
改
正
t
G
H
Q

意
は
に
み
る
一
括
A

）
や
ど
の

i
う
な
志
岐
ず
か
佐
川
っ
か
は
、

一
」
れ
古
川
目
ハ
れ
化
し
た
3

試
作
の
円
谷
に
よ
っ

憲
、
ふ
れ
八
条
と
労
働

問
引
ふ
ロ
民
心
悶
料
開
、
也
、
そ
の
例
外
ご
は
な
い

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

H
U
制
定
を
み
l
h

一
川
労
組
寸
い
は
、

の
法
律
、
と
い
え
る
も
の

5
あ
っ
た
が
、
じ
H
Qは
、
や
が
て
山
国
ア
メ
リ
カ
の
法
作
を
モ
デ
ル
！
？
〕
亡
、
ゆ
め
ん
τ一－四一改王
u
q

烹
阿
「
る

同
司
二
月
に
は
、
こ
れ
が
句
協
符
試
案
と
な
っ
て
結
実
ず
る
じ

出
利
A

ハ一日伝

に
は
世
話
に
お
け
る
わ
が
凶
心
労
働
組
令
渋
案
を
ベ
i
ス
と
い
た
国
広

よ
う
に
な
れ
、
昭
和

ー
か
1
1
そ
の
後
間
も
な
く
、
極
叶
へ
委
員
会
を
持
介
と
し
た
ノ
述
に
よ
る
T

メ
日
カ
の
吋
E
出
領
政
策
批
判
の
お
ま
h
v
」
、
労
儒
父

政
権
？
に
あ
一
ノ
た
イ
子
ス
述
沢
一
諸
国
に
よ
る
こ
れ
へ
の
司
識
の
玲
き
に
古
羽
L
工
心
H
Q
は
、
改
止
法
家
の
山
口
。
か
り
八
人
沙
単
位
に

「っ二

ア
メ
リ
カ
の
押
し
付
け
と
み
ら
れ
る
可
能
性
心
ゐ
司
令
是
正
を
急
浅
川
削
除
「
る
行
政
に
出
ー
～
た
め
、
形
式
的
に
は

川
崎
パ
「
司
令
捌
｛
疋
を
人
円
め
、

法
令
存
門
勺
か
川
出
～
祁

四
年
八
月
日
法
律
第

L
1号
ど
交
わ
｝
守
口
部
改
正
〆
｝
r
d
J

た
も
の
の
、
最
終
的
に
実
税
を

m
た
法
改
け
は
、

ド
八
イ
校
皮
の
規
定
を
侶
u

刀
相
法
か
ら
引
き
が
く
一
部
改
疋
に
う
し
工
戸
口
る
も
の
と
な
わ
た
し
た
た

改
正
山
川
！
止
に
は
や
は
れ
り
と
h

つ
し
て
も
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パ
タ
呉
さ
が
伐
る
三
そ
う
、
「
人
説
下
川
実
ー
で
は
門
日
、

τで
つ
が
な
か
っ
丈
に

十

rf「
え
J
リト同

の
悪
沢
の
興
刑
γ
y
y
一
郎
治
山
手
れ
た
h

一
と
も
あ
る
、
改
花
労
杭
什
広
一
条
一
項
は
次
の
よ
戸
、
に
い
う
。

か
っ
て

も
n判

「
と
の
法
律
は
、
労
府
向
者
子
使
用
布
、
｝
の
交
渉
に
お
い
て
付
与
の
，
v
場
に
止
つ
い
ご
を
ね
山
た
ず
る
と
L

一
片
山
。
り
労
府
向
者
心
色
H

析
を
向

i
3
ざ
守
、
，
f

）
、
労
働
者
が
そ
の
労
鮒
条

f
に
つ
い
て
交
桜

γ
｝
白
に
め
に
つ
ら
代
表
者
J

／
一
選
出
計
二
句
、
一
こ
そ
の
池
の
刊
体
’
七
訪
中
行
、
寸

た
い
の
に
ヨ
下
的
に
労
働
組
台
を
紅
総
し
、
脳
仕
析
す
る
こ
と
を
閣
議
「
る
こ
一
並
び
に
使
用
者
ζ

労
般
若
こ
の
間
一
係
を
規
紙
、
γ
γ
2
Y併
設

約
を
締
結
す
る
た
め
の
ぷ
体
交
出
｝
ゲ
「
る
、
一
と
位
。
ひ
そ
の
千
円
杭
ケ
↓
効
成
λ
q
J
q
G
ニー
ζι
ゲ
判
的
と
す
る
一
し

そ
し
亡
、
右
の
一
潮
訳

、ノ
IAV
｜

グ
J

山川引

f

、
現
代
ジ
相

I
L
J
リ
ス
ム
出
版
夫
、

判
化
事
山
市
一
六
守
」
は

ζ

l

p

L

 

F
古

L
↑

－
慣
井
忠
夫
主
有

そ
の
対
照
r
T
U
J
h
r

次
む
よ
う
に
指
抗
す
る

体
こ
り
は
律
心
目
的
は
い
く
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
》
り
法
律
の
丈
脊
に
相
当
慣
れ
た
E

へ
で

も、

ιほ
肝
心
れ
見
つ
計
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う

へ
ま
土
人
い
い
原
ょ
う
〕

ど

FJH
…ト

3
1
草
、

J
Z
E
L
J
l
l
 

レ
L

－
」

F
つ
川
川
＼

と

C
b年
末
＋
文

C
J県
J山
川

前
日
午
に
判
る
の
て
忘
る

2
P
そ
り
？
だ
で
、
」
心
山
市
伴
（
労
的
判
ム
円
、
一
三

の
日
的
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
支
『
止
で
は

一行人口」

非
常
に
山
川
以
て
あ
一
令
」

以
卜
口
一
以
丈
が
？
J

川
市
予
れ
ら
の
で
お
る

（
一
つ
つ
れ
十
一
ζ

本
／
陪
℃

（

J

ノ
一
日

T
／一、しえ

円
ナ
作
句
d
d
J
c
q
J作ア

O
南
川
一
」
作
七
同
命
日
d化
2
川
［
広
4〈

P
2
w
p
w
勾一允
AFつ
は
↓
門
司
ヰ
J
2
1対
神
戸
i
q
J
C『
t
e
C
4｝
7
2ぺ日仏

℃
4
寸

C
ニ
プ
ユ
コ
ね
吋
7
州市川

y
T
日
一
一
寸
2

c
＝

主
2
J
L
5何
者
ヰ
一
J
川
一
認
可
ミ
コ
1

3

4
吋

ヨ

子

主

吋

ケ

店

長

2
2
2
尚

子

江

古

ヨ

チ

－

Z

U
】
C

Z
片

手

作

2

2
三

ヰ

ケ

可

者

。

子

宮

Z

C
『

2
E
Z
C
5
c
z

山
口
角
｝
〕
Z
2
C《戸川岸ご
C
D
］
ロ
｝
P
7
3「
ニ
コ
】
C
＝
治
安
》
ニ
d
ニ
ユ
不
可
円
以
と
ぐ
〔
エ
弓
可

C
↓
己
の
コ
出
品
勺
2
4
A
υ
h
J
F
ご
〈
）
コ

FTAV
《一合

三
ぬ
2
山
F
合同
W
C『
凶
戸
七
コ
1
n
u
E
E
ペヲ
J
C『
F
完

弓

C
話
、
戸
《
d
T
。
C

Eロ

m
ァ
当
ロ
爪
泊
三
五
ご
ロ
四
戸
｝
」
内
丈
ν吋円四戸市山

2
2内
一
つ
c
e
w《r
E
C
｝｝M
L
C
同
者
3
ベ
r
小
山
山
口
L
F
C
m
同戸

2
v己
門
戸
売
の
ユ
】
令

《A
C
3
2
合
勺
コ
4F司
令
「
ミ
「
問
山
Z
Z
ロ
戸
川
門
戸
U
Z
C］
円
山
戸
別
】
〕
］
2
r
c司
日
関
口
J
m
u
N
H
2
ユ
の
民
ご
4
F
6
2】回目
1

戸
開
門
的
ム
ニ
ゴ
C
ごの

r
A

円

内
向

己
主
ν
2
M
m
v
Hロ
ロ
T
v一2
4
M
山口町｝

4～2
v円一
2

2

、
」
う
し

r改
正
労
組
法
の
い
的
規
定
i

一
体

ワ
グ
ナ

l
法
か
ら
部
分
於
rL
呼
出
し
た
も
の
で
お
る
こ
と
は
、

I
1
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
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r
l

～、
－

1
u
 

「
労
働
一
九
人
什
に
つ
い
て
父
必
す
る
た
め
に
白
ら
代
表
さ
を
選
出
「
る
こ
と

c 
~ 

L
4
J
M『

3
話、ロ乙ベ、。フロ民
J
d
吋門戸、
J
m
《d
F
E
同門戸
m
F
1
M
注
文
コ
コ
2

協同戸内一ハリコロ乙ご
C
2
2
3「

dp寸コ同
1r
と

と
い
っ
た
表
現
は
、
り
山
述
ー
こ
｝
乙
こ
ろ
か
ら
も

J
J
J
〉
：
ー
：
、

lrム
刀
／
守
主
一
い
れ

ア
メ
J
力
法
に
阿
ナ
F
の
ヨ
い
問
、
五
八
勺
行
の
で
あ
る
つ

ま
わ

佑
用
ー
は
、
他
の
改
正
民
主
の
ほ
か
に
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
0

1

～
と
え
尺
渋
川
苦
心
刈
益
代
表
布
に

戸
、
む
よ
ろ
ノ
な

つ
い
て
川
主
た
し
に
μ

川
町
在
法

条

5
に
い
う
一
寝
入
解
一
一
封
進
又
は
英
一
以
に
却
し
て
＋
山
安
心
権
限
を
持
つ
官
け
は
目
的
地
け
い
に
占
め
る
労
働

者

｛
一
言
。
ユ
店
主
F
戸

時

円

5
1ニ｝
5
2
5
4叱
｝
》

2
F

や
同
条
件
J

お
1u
ぴ

《一吋】「ハメ同に
C丹
7C】「↓手、【
C
一42ψ
｛一同
m
f
d

℃

4C4ZCAF勺
む
ぺ

仁
条
む
の
川
市
内
に
｛
止
か
ノ
る
、
リ
カ
働
組
九
は
に
対
ず
る
れ
仙
普
h
女
一
紡
宗
止
の
例
外
山
山
内
定
に
岱
混
ず
る
一
労
働
時
前
中
に
時
以
r人
以
析
、
全

Jr牛
〈

h

っ
こ
L

一入＼ノ、一一
L
戸向山口同

7
2
2
5
P
O
E
t
E
C
E同
T
d
E
Mご
し
一
い
っ
た
己
い
回
し
は
、
ふ
り
ノ
よ
二
、
ア
メ
リ
カ
心
労
佼

fJJ
た
の
戸
、
丸
山
7
h
v

仰いh
何
時
品
、
宗
用
問
町
内
ハ
ピ
前
提
J
す
る
1

壮一H
一
打
物
一

さ
ら
に
、
改
一
A

労
組
民
主
文
の
す
へ
y
p
y
、
引
訳
な
附
録
と
し
て
収
録
し
土
、
求
弘
椴
太
係
孟
『
戸
剥
労
働
組
合
伝
の
併
説
住

h
ヨr
府
間
科
い

制
利
二
回
片
）
に
は
い
原
丈
に
よ
れ
ば
」
（
一
二
員
、

2
h
J
「
応
文
を
弘
、
も
ら
え
ば
、
工
〈
分
る

凶
一
一
日
）

J

い
つ
に
、
門
店
、
ω
」
υ

の
ズ
バ
リ
の
衣
現
ま
で
み
ら
れ
る
c

改
正
、
労
組
法
の
原
L
J

ん
は
心
H
Q
か
ら
波
さ
れ
f
も
の
で
あ
J
3

て
、
ヨ
本
政
附
に
は
こ
れ
を
受
け
入

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

れ
る
以
外
に
選
択
肢
は
な
か
っ
た
戸
犬
山
川
専
？

＝
土
、
れ
）
が
け
J

、i
ド

L
た
旧
労
組
法
の
制
｛
一
に
当
時
と

ヰ
［
一
八
八
八
年
一

ー！
r
 

一
HUJ1

は
川
大
な
り
、

戸
わ
し
本
政
ほ
は
い
ト
v
ば
蚊
帳
の
外
に

E
か
れ
て
い
た
ャ

J
I
Z
4

、
そ
の
原
文
が
英
文
で
あ
る
と
L

一
を
不
寸
：

7
一
に
よ
う
て
、
出
時

士
ば
刊
の
ボ
に
い
仙
え
た
か
う
ー
だ
ハ
ご
う
長
4
4
L
ヒ
と
し
て
も
、

め
な
が
ら
別
抗
こ
は
い
、
九
ま
い
〉

占
領
一
に
為
〉
三
当
町
の
わ
が
官
庁
に
は
、

f
u
H
Q
を
批
判
ず
る
よ
う
主
弓
掃
の
内
出
は
も
ζ

よ
り
な
く
、
が
恥
j
令
部
に
よ
る
品
川
小
や

品
川
、
剥
が
ふ
の
つ
に
こ
し
て
も
、
こ
れ
中
指
導
や
伝
効
な
こ
と
一
言
ド
換
え
る
の
が
常
ゃ
あ
ゥ
丈
。
こ
の
円
に
お
い
つ
、
は
、
憲
法
で
一
一
月
y
砲
の

最
高
崎
間
）
（
叩
川
一
条
）

と
振
わ
れ
た
苫
会
一
J
U
R
必
で
あ
コ
一
二
、
以
ト
に
引
羽
寸
る
！
」
時
の
会
議
録
か
ら
も
、
千
万
ね
子
は
お
る
在
民 r 

~ 
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涜
い
知
る
一
と
が
で
さ
る

じ
ト
、
表
記
は
原
文
ど
h
L
り

も
n判

（
大
矢
委
員

昨
来
の
い
λ
J
い
ろ
の
川
H
疑
培
丞
を
聞
い
て
お
り
ま
F
ζ
、

J
7
1
7

、一ノ～ノ、

昨
市
レ
カ
3
r
3
p
v

ヤ
一
の
作
案
は
%
に
あ
い
ま
い
、

私
ど
も
作
へ
J
U
読
ん
で
J
b

、
ど
う
も
わ
日
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
桁
叶
多
い
。
前
の
熊
次
試
案
と
、
第
二
次
式
h
f
ζ

、
今
度
出
ー
γ
も
の
と
～

u
F当
却
き
が
あ
る
口
こ
の
間
き
は
ζ

う
し
て
と
き
止
か
こ
い
う
質
問
に
刻
し
と
、

い
や
労
資
の
内
の
い
ろ
い
ろ
の
意
｝
を
掛
川
い
で
や

っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
九
原
引
の
主
械
の
た
め
と
か
、

L
ろ
し
ろ
考
乏
し
て
や
っ

rrhr
一
っ
て
お
り
ま
す
が
、
結
月
第
次
試
裂
の

意
出
し
に
、

r
J
た
わ
ら
夜
間
か
れ
と
い
い
ま
L
Q
J
hヘ
パ
ん
働
符
案
う
L

い
い
ま
r
h
N
、
ぞ
れ
が
了
併
が
得
ら
れ
な
か
っ
戸
イ
か
ら
、

や
む
b
l

得
ず

こ
う
ん
え
た
の
h

川
、
速
記
ハ
ピ
と
め
て
で
も
工
い
か
ら
、
は
っ
き
η
さ
せ
と
）
も
ら
い
す
T
J

い
と
思
い
ま
す
ハ

こ
れ
は
JL発
的
に
ご
～
つ
し
た
の

に
、
山
、
つ
手
ん
の
意
凶
は
な
い
、
は
っ
き
huff－
－
つ
↓
口
え
る
か
、
ま
ず
第
一
に
そ
れ
ん
こ
u
Rき
し
に
い
へ

＼
賀
来
政
府
委
員

御
爪
4

知（
U

，
底
的
、
今
次
、
の
改
十
た
つ
き
ま
し
と
は
、
総
円
令
部
は
有
力
た
る
持
也
市
と
援
助
土
烈
え
る
と
い
う
こ
と

を
一
は
わ
れ
て
お
れ
ま
し
て
、
事
実
心
力
た
る
校
専
と
援
助
中
迎
、
え
て
い
に
一
だ
い
た
、
り
で
あ
り
ま
f
q

」
の
持
導
と
援
助
ι

法
き
ま
し
て

知
次
試
ム
主
主
っ
く
り
ま
、
二
l

－

し
た
ど
ん
の
で
あ
り
ま

F
仁
試
案
は
同
意
を
山
口
て
凡
ん
去
、
）
た
、
も
の
で
は
ご
ざ
い

1
F
ん三

f
炉、
ν

な
が
ら
、
一
rd

一
令
、
な
も

て
は
い
け
な
い
よ
い
↑
ノ
ふ
う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
）
も
一
ち
ろ
ん
こ

司
令
部
乙
分
ト
札
口
巾
ま
し
て
、
メ
の
占
旦
ヰ
r
一一政助
Jγ

受
け
た
の
ご
あ
り
ま
ず
υ

エ
の
尚
武
A
み
を
八
士
衣
L
て
続
出
市
の
公
築
会
は
、
速
記

を
と
り
ま
し

ドた
1

〕
て
あ
ハ
リ
主

γ
。
わ
れ
わ
れ
も
目
的
仁
」
の
結
果
に
茶
、
ざ
ま
1

）
て
、
引
交
を
い
た
し

て
お
る
の
で
為
り

そ
の
結
果
で
き
ま
し
乙
案
に
つ
い
て
、
総
司
令
部
ζ

打ふ
r
ケ
た
の
で
ふ
の
り
ま
す
u

が恥

j
令
部
に
お
き
士
し
て

J
b

、
ご
U
M
A
際
会
の
志
川
い
は
分
尊
重

γ
べ
さ
C
占
め
る
と
い
A

J
と
と
、
必
恒
勢
け
変
化
か
ら
見
ま
し
ζ
、
今
度
の
寸
つ
な
け
川
以
来
に
す

る
、
」
と
か
逃
υ」
で
去
る
と
レ
ベ
ノ
、
」
と
に
は
り
ま
［
て
、
わ
れ
わ
れ
と
レ
ヒ
し
ま
し
て
は
、
プ
て
の
廿
得
本
的
な
お
進
、
に
必
き
、
立
日
系
い
た
し
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z
l
h

の
で
ご
ゴ
」
い

へ第
t

川
刊
臼
ム
ム
衆
議
院
内
財
h
一
日
労
働
ぎ
は
ム
バ
｛
刊
明
和
国
ノ
リ
I

日
月

じ

一
口
ロ
ト
ワ
）

当
時
は
ti宇
t
お
り
一
向
う
さ
ん
の
丘
凶
」
ど
お
り
に
手
を
込
め
る
ほ
か
、
途
は
な
か
ゥ
ア
n

話
が
総
司
令
却
へ
G
H
Q）

d
f
u
凶

や
行
政
の
中
身
に
投
ぶ
／
二
「
／
誌
を
ζ
め
る
一
万
と
、
政
別
委
員
は
一
指
等
一
校
日
叫
E

エ
い
っ
た
す
け
山
昧
の
な
い

訂以一

rJO
円七
i
L

1

i

 

が
天
窓
口
三
川
氏
し
て
レ
な
い
い
ア
ど
は
み
ん
な
水
知
の
う
え
で
、

－CL／
～
ん
を
h
U
つ
ご
レ
た
の
で
あ
る
F

ふう

日
本
刊ず
ιλ 

Jf.f 
のア
ゴニ メ
4長 ＇）
7引と
1同法
＇・＇』ご

こな

も
あ CJを
う小
tc :lfl 
との
i主 i，人
¥ 、 デミ
う＇＂じ＇）
m 事、4ち
所
νノ

rj主
与

の
例
外
と
し

せ
た
こ
と
を
蛇

た
し
か
に
、

と
う
し
た
ム
下
張
jhp
～
オ
め
る
か
ど
ラ
か
の
決
定
権
は
、

い
ず
れ
に
吠
よ

G
H
Q
C
切
に
み
っ
た
わ
猿
芝
府
も
、
決
し
て
好
き
で
演
じ

いい州市い
ν

敗
戦
と
占
宗
と
い
う
こ
れ
以
」

L
G
い
日
半
む
な
か

で、

μ
U
十
ん
は
く
れ
っ
た
、
f
r

停
に
は
打
ー
に
さ
れ
ん
一
の
で
め
る
d

労
働
組
合
法
の
改
正
が
残

υ
た
も
の
ー
団
体
交
渉
・
労
働
協
約
容
中
心
と
d

て

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

品
作
の
労
旬
組
合
法
、

つ
ま
り
吹
よ
労
組
法
が
公
布
－
施
行
さ
れ
た
昭
和
凶
年
は
、
わ
が
国
の
労
比
四
組
合
又
上
、
そ
の
組
織
監
が

b
i
・
八
%
ζ
、
一
以
J
弘
υ

高
か
っ
た
午
に
当
三
る
J

市
川
L

一
%
ピ
ま
で
落
ち
込
み
、
さ
ら
に

了
斗
年
に
は
h

一れ
H
V
M
六

二
%
に
ま
c
v
kア
ず
る
υ

山
川

P
U
綜
ム
円
新
総
九
十
は
、
そ
の
と
へ
刀
税
反
に
ま
ど
落
ち
込
》
九
円
、
い
る

（
八

a
h
v
m

二
八
午
に
は
二
一
六
・

一
八
年
に

て
の
技
庁
間
一
は
に
、
労
般
記
ハ
じ
が
念
品
ぷ
な
わ
が
総
T
i
の
伐
τ
台
余
儀

平
成
二
一
年
）
と
は
い
え
、
こ
の
昭
和
二
回
ー
か
ら

な
く
ミ
れ

UJN期
は
な
か
勺

な
か
で
も
、
こ
の
慌
に
そ
の
わ
V
H」L
注
に
失
っ
た
む
が
だ
長
党
の
応
答

F
に
あ
わ
た
f
午
実
労
組
で
あ
わ
、
労
相
法
の
改
正
も
こ
れ
に
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は
れ
れ
は
四
一
～
っ
た
と
し

具
体
的
に
は
、
必
初
心
円
守
従
守
山
内
い
の
袷
当
な
使
川
者
が
：
文
弘
h
l

こ
と
を
好
者
、
促
助
の
が
γω

労
的
刊
行
為
、
乙
）
て

禁
去
す
る
ご
y
」

ヘ
L

〕
条
二
万
）
い
い
も
こ
て
、
そ
の
精
進
を
附
ハ
ノ
ロ
他
方
、
必
労
骨
鴻
約
は
「
い
か
な
る
ぬ
合
に
お
い
て
も
、
一
一

も
n判

マ
ル
て
石
川
切
に
存
続
す
る
こ
ノ
↓
子
で
き
な
い

r
一
比
定
す
る
こ
y

〈一

12～
人
項
）

に
よ
り
、
労
使
組
合
に
一
方
的
に
治
利
州
市
形
で
結
ば

，，，し

マ、、

の
被
支
を
可
能
に
す
る
。
そ
事
1
7
J

乙
法
改
r
L
1
hわ
、
孔
ー
一
乃
ソ
F
J
L
4

め
る
。

、
」
の
う
ち
、
①
に
つ
い
マ
、
は
、
昭
和
二
子
力
一

υ

二
川
に
労
般
次
告
か
ら
丸
出
直
一
府
県
計
事
に
宛
て

た
一
民
主
的

五
働
組
合
及
び

K
主
釣
リ
力
働
掲
げ
骨
の
助
長
に
つ
い
ヨ
て

と
出
店
ず
る
次
官
通
浩
司
を
度
切
れ
り
と
し
て
、
事
』
ノ
寸

討
に
は
一
労
働
組
合
の

資
格
審
K
H
I
h
I叩

日
）
お
よ
び

資
ww審
作
基
準
の
し
活
用

ι践
す
る
労
政
丹
長
々
む
の
苅
4
t
F

日
）
が
相
次
い
で
発
止
ら
れ
r
Q
な
ど
、
ほ
改
L
Jど
前
L

メ
の
地
た
も
ら

L
が
着
々
と
前
め
ら
れ
く
い

州
刊
ム
汁
専
従
右
へ
の
給
与

支
払
い
が
祭
J

け
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
左
翼
労
組
が
そ
行
る
タ
メ

l
ン
は
き
わ
め
て
介
、
き
か
ワ

の
む
、
地
ん
市
政
部
が
労
働
組
合

で r
.J;, 「乎
るをJび

~，－ 

c 

l円－
r.: 
0 

H今
J早

当
主
匂

で
は
、
さ
し
J
Q
心
十
町
村
（
労
剖
も
、
こ
れ
に
抗
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
の

ま
た
、
町
和

月
一
二
円
の
次
官
通
牒
は
、
必
い
関
山
一
し
て
労
に
句
協
約
ピ
悶
ず
る
指
針
」
に
つ
一

L
て
も
一
司
山
中
三
疋
め
な

イi

霊
く
ー
も
の
で
あ
っ
た
ν

コ
士
L

り

の
労
働
協
約
に

L
ば
市
首
ぱ
み
ら
れ
た
「
新
協
約
が
1
A
L
J
f
る
ま
で
旧
協
約
は
治
効
で
あ
る
L

と

す
る
規
丸
山
刊
は
問
J

也
九
Y

あ
打
、
」
れ
に
も
払
っ
て
斗
手
話
川
J
h
u
U
「f
市
消
を
蔵

L
Tま
ま
川
協
約
に
灼
主
さ
れ
、

T

川
田
明
同
情
州
市
労
資
関
係

こ
と
は
、
泊
巾

C
は
な
い
L

1

「
／
て
、
「
協
約
の
台
効
規
制
於
J
後
、
又
は
、
終

f
佼
乃
ム
十
二
ヵ
月
L
J
の
一
ん
ゅ
ん
民
、

協
約
は
、
失
効
一
q
J
る
、
）
／
一
を
明
維
に
i

す
る
必
出
叫
が
あ
る
と
さ
れ
～
の
で
占
め
る
。

一

」

？

｝

1
4
4
J
I
 

μ何

M
I
L
t
試
の
川
店
主
は

ム
セ
い
み
た
よ
有
に
か
は
り
極
端
な
も
の
で
ゐ
り
、
山
労
掛
mJ鴻
約
が
止
へ
効
I

～
～
に
も
か
か
わ
h

り
す
、
日
制
り
に
な

協
約
、
β
結
ば
れ
な
い

一
川
…
協
約
状
怒
）
が
一
股
化
ず
る
と
い
う
閉
山
告
も
一
方
で
は
作
じ

付
言
し
た
る
は
位
ば
ざ
る
が
ご
と
し
、
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L
》

7
c

や
が
て
、
労
的
協
約
の
矧
阿
に
つ
レ

－J法
作
お
二
八
八
口
勺
J

ハ
久
子
が
丹
皮
の
八
十
九
ut昨
x
f

附
利
二
七
午
七
月

を
経
験
ず
る
こ
ζ

に
な
コ
た
の
は
当
然
で
あ
っ

他
方
、
昭
和

N
2
1の
改
正
労
組
以
は
、
団
体
交
捗
を
分
償
協
約
を
料
給
ず
る
わ
人
め
の
J
f
v

ル
y
」1
J

て
付
E
づ
け
る
ヘ
奈
攻
守
一

円
余
日
む
こ
と
？
%
に
、

使
用
者
か
一
軍
一
肘
ム
n
J

る
労
働
有
の
代
去
者
と
刊
体
交
接
F
／
一
す
る
こ
与
を
正
当
仕
立
山
が
ほ
，
、

、
一

ι 

（ 

c 

－ 

コ
い
戸
阿
ザ
ユ
レ
一
「
A
w
f戸
内
問
。
】
ロ
コ
ザ
｝
］

2

2
〈
乙
可
」
21山
内
｝
】
ユ

w勺
門
令
官
同

mdω
吊

Z
A
2
2
〈

π
c
n
ユ
｝
小

4
4
V】「
r
m
J「山

lv可
宍
戸
内
J

者
一
己
主
主

F
一円
F
Z
F
L

と
さ
さ
℃
2
2
さ
店
主
主
主
）

を
使
用
者
ハ
プ
小
当
労
働
／
什
7

お
と
し
て
全
H
Fる

じ久木

L

す
J
J
O
む
と
な
っ
に
じ

、
」
正
改
正
労
相
法
仁
条
二
店
が
、
山
明
い
ん
羽
者
が

お
九
条
川
の
山
品
川
U
に
よ
り
、
そ
の
労
働
者
の
代
表
者
と
団
体
交
一
v
仰
を
拒
弔
手
ノ
る
こ

と

戸
。
岳
山
口
以
内

F
C

ArJょ
に
戸
戸
｝
Jmv
円
。
》
町
内
山
山
内
戸
山

t
d
句
リ
ご
町
一
戸
加
命
ロ
ぷ
L
3
4〈
勾
司
m
f
ω
＝
「
」
勾
P
J
F

ズ
J
P
Y命
七
時

3
J
5凶
C
H
M
m
μ
C叫

f
内
円
l

ロ
コ
ロ

P
A内
）
一

リ
ど
、
使

m
v
n心
不
勺
労
働
行
為
正
氏
。
同
町
一
三
百
円

の
一
極
と

L
ご
い
奈
は
L
て

ワ
グ
ナ
l
必
八
条
引
を
司
デ

ル
と
し
℃
い
た
こ
と
は

け
円
諮
伏
川
と
い
え
る
。

し
か
し
、
改
正
、
労
組
ヴ
い
と
つ
グ
プ

i
ば
と
の
問
山
は
、
弘
前
ご
す
と
と
の
で
き
な
い
進
い
も
お
コ

qv
そ
の

-~ 
lト
1ミれ

ア
メ
り
L

ワ
法

が
7
1
J

に
み

1
と
う
に

「
交
渉
主
行
う
に
適
正
な
市
ゃ
い
お
け
る
労
総
立
の
過
？
午
紋
に
よ
っ
て
、
引
お
九
I
T
？、人主主

l
f〆
3

；

－

M
A
一
偶
者
の
代
表
ー
を

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

いいし的と、
ν

て
お
名
ま
た
は
山
（
応
出
さ
れ
た
代
表
者

円
五
法
、
川
ず
こ
れ
を
補
う
か
の

に
院
予
J

J

L

い
に
と
い
う
占
弘
、
あ
句
、
も
え
一
つ
は
、

よ
う
に
、
1

正
り
山
連
叫
が
あ
る
ぬ
合
に
は
、
使
用
討
が
団
体
交
渉
を
桁
討
し
た
乙
し
て
も
、

rc↓
労
使
行
為
y
y

ば
な
ら
な
い
こ
ー
一

を
明
｝
え
の
規
与
を
も
っ
て
心
め
た
口
で
あ
る
υ

改
正
労
組
法
で
は
、
台
F

叩門戸ノ－
U
条
正
に
お
い
て

r
t
h
i

日
」
；
い
う
下
旬
刀
川
い
ら
れ
て
ー
パ
司
令
が
、

そ
の
川
町
丈

英
三五

表
＝寸

ザ
に

は
、
以
一
、
の
よ
う
に
一
一
マ
也
り
の
表
現
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

二
剛
山
平
山
市
十

8
・・

ノ1
 

〆
（

一久本一一一頃
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fペソ、
ヤノ

七
条
号
｛
上
中
利
ぷ
攻
扱
）
、

八
h
h
J

（
氏
川
下
免
責
）
恥
－
－
－
e

・
言
。
七
『

七
長
公
一
号
一

rm」

へ
凶
交
お
い
沢
U
）
a

E

Z

阻・
E

－－－
a

E

・阻
e

E

・悶・
a

E

・阻
a

E

・悶・、

2
2門戸《）訟
2
2日
vzr〆

も
n判

T

川
刊
円
以
…
収
扱
が
い
川
口
市
ゴ
さ
れ
る
お
殴
組
合
の
1

正
当
な

prい
刊
吋
や
、
民
事
免
昔
、
が
う
え
ら
れ
る
「
止
当
司
令
ヨ
議
行
為
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
ぷ
洛
な
止
当
性
が
市
久
求
さ
れ
る

で
な
け
れ
ば
は
ら
な
ど
で
川
市
下
免
古
刀
対
象
ζ

日
る
労
働
組
行
η
t
t
中
な
t

行
為
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
ほ
と
恥
情
な
止
当
性
は
安
ぷ
11れ
広
い

で
占
め
れ
ば
よ
い
）
U

労
縦
組
九
ー
の
行
為
に
刈
L
て一川一

家
が
刑
卓
上
向
討
を
も
っ
て
対
処
す
る
場
合
と
、

淀
川
者
が
強
成
処
分
や
損
害
防
償
請
ぷ
と
レ
っ
た
口
政
r什
為

ノ

〉

コ

f
L

一タ

J
！

一

れ
に
対
処
す
る
混
合
と
で
は
、
口
ず
か
ら
違
w

か
あ
る
。
川
パ
私
権
お
よ
び
団
体
行
動
鮮
の
保
障
と
か
か
わ
る
①
と

3
に
つ
レ
て
は
、
原

文
に
1
h
げ
る
衣
攻
の
校
い

こ
の
工
う
に
説
明
「
る
、
一
と
が
可
能
で
め
？
っ

三
一
ら
に
、
佼
引
用
者
に
川
体
交
渉
表
玲
と
い
う
ち
の
作
為
義
務
官
諜
す
こ
と
に
つ
は
が
る
、
同
作
ー
父
波
紋
の
保
時
と
か
か
わ
る
①
に
つ

い戸、げは

回
慎
重
な
配
属
が
必
要
と
な
る
。
日
t

よ
り
れ
は
に
当
ヒ
コ
ー
に

U
H
Q
が
（
て
よ
ー
号
、
ス
ー
に
と

J
F
m、
お
か
し
く
は
な
い

そ
も
そ
も

μ
民
Z
F
r
c何
百
円
民
有
旬
以
の
邦
訳
山
不
当
労
働
行
為
を
光
て

h
rこ
ろ
に
問
泌
が
あ

J
に
と
い
え
る
が
、
笠
岡
山
口
ι

さ℃】
C
E
5
2
2
5
4
b
z
を
「
主
当
な
則
一
白
乙
沢
山
、
ど
～
の
は
、
明
ら
か
に
行
き

AMFで
あ
っ
z
y
h
v

日
ー
一
時
の
ア
メ
リ
刀
古
川
い
に
測
を
と
三
L
J
w
d
、
公
正
好
仙
一
法
刊
法
ヘ
ボ
32
ニ
L
2
1
f
E
m
t己
T／
2
c
h
さ
い
民
）
が
公
広
説
会
d
の
確
保
な

片
的
こ

T
Q止
の
ご
人
山
め
っ
た
に
吋
一
よ
、
川
元
絞
に
は
以
低
賃
金
や
最
長
労
相
内
時
間
、
児
車
労
使
の
祭
ー
に
つ
い
て
だ
め
に
同
段
門
川
北
川
刊
立
法
、

に」
1
J

ざ
ず
、

ワ
グ
ト
ヲ
法
リ
労
伎
凶
係
法
三
己
目
。
ニ
ベ
ご
弘
一

に
定
め
る
迎
U
父
渉
凶
牧

に
つ
い
て
も
、
交
が
半
や
か
い
利
u
r
t
p
T
3
か
の
判
断
は
も
コ
ば
、
り
労
鍛
妥
弓
ハ
ム
云
さ
C
H
E

ニ
ヒ
ミ
デ
ナ
5
3
2

出
2
2｝「
L）

心
裁
量
に
委
託
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
紋
日
盟
批
准
」
／
｝
行
使
九
円
2
4
0
1
3」戸～／
J

て
も
、
故
山
山
で
占
め
る
こ
こ

求
吟
一
ぱ
レ
と
の
考
え
方
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
貫
か
れ
と
い

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C 9C) 9iコ［201J 百J
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川
川
、
り
の
坦
川
内
も
ん
品
、
〕
片
山
間
体
工
父
泌
を
拍
汗
オ
ム
V

こ
と
は
計
六
、
れ
な
い
も
の
の
、
「
也
聞
が
納
得
す
る
ネ
れ
な
り
の
担
臼

と

2v吋
2
5
2
r
z
r
cま
）
が
占
め
れ
ば
、

Ill 
判、
三ぇ

i!Y 
f土
4υ 
メ、

L
ラ
目
店
主
ノ
に
、
「
同
う
さ
ん

m～
脅
凶
」
は
、
そ
の

に
あ
っ
た
の
で
は
仕
い
か
。

労
働
組
ん
U

に
凶
人

L
f
従
業
尽
か
一
人
や

人
に
と
〈
主
る
場
ん
じ
で
為
三
〉
也
、
そ
の
こ
と
自
体
は
阿
ー
父
一
山
一
苔
の

担
当
な
河
山
間
」

／
）
は
は
り
初
日
日
い
似
v

山
う
手
ん
の
志
川
凶
l

を
も
《
少
し
H
確
に
辺
解
｝
戸
、
い
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
り
十
つ
な
非
常
＝
耐
は
こ
と
に

は
な
ら
な
か
っ

そ
う
む
う
と
、
残
念
で
な
ら
な
い
〈

Jんf向；l、乙千じソ河7!J I 

一1
＼
八
倍
一
ぺ
附
和
一
2
L

ハ
円
以
F

1

に
川
ぶ
円
以
惹
討
内
己
れ
い
一
氏
支
れ
た
、
い
z
U
F
V

ノ
ス
一
司
令
向
次
宗
ま
で
の
。
え
に
は
、
珂
」
と
の
よ
う
に
析
弘
主
円
き
の

形
亡
は
見
出
L
が
付
汁
り
れ
て
い
公
引
っ
た
三
花
。
い
同
年
七
月
二
ハ
I

？
に
勺
務
法
制
報
誌
安
打
会
心
小
安
一
同
’
三
に
判
叫
山
山
－
、
一
れ
に
；
戸
戸
い
弓
｛
～
は
、

げ

υ
蛇
争
什
匂
九
叫
平
人
山
（
リ
勺
バ
的
山
仇
諜

υ、」升寸再へ〆｝刀づ名り廿
r｝
n2
什リ、」、

全
ιr代
引
リ
骨
刀
川
凶
〕
山
t
1
H
［
昭
何
吋
山
什
］

U

一官山山引、

γ成
八
江
）
を
t0一v川「

日
）
参
一
一
品
目
仇
法
制
高
の
法
制
一
一
割
，
vhf一
一
ソ
ム
集
ー
法
へ
P
の
リ
対
日
、
つ
と
に
｜
｜
こ
れ
ま
て
り
芳
子
三
世
打
返
る
一
士
会
出
J

初人
C
h
z
v
法
乙

掛
町
＝
何
？
勺
一
パ
殻
誠
注
／
4
T
A
－
－
什
ノ
？
一
戸
、
ー
ケ
ス
ョ
、
＼
コ

2
5
f～
cr－E
一均一三官出、＼（

G
E一子一
L
Z
E
A
L∞一二三

守
山
町
、
政
府
王
、
j
H
U
Y

〕
し
て
苔
h
j
に
、
一
た
佐
藤
山
？
へ
氏
は
、
巾
一
仰
心
中
、
制
ハ
同
庁
、
｝
九
六
－
附
利
一
一
午
川
円
以
降
、
同
長
ー
ご
）

ヘ
ー
一
マ
ソ
ipfJ

砕
け
川
支
f

－pr
っ
佼
ぷ
に
つ
ハ
て
は
、
さ
L
あ～

h
J
〕
川
ム
山
一
会
図
書
館
一

H
夜
間
山
憲
法
の
J

弘
、
九
日
中
！
酔
説
二
刀
打
一

をかノ山、
c
Z吾
、
；
九
三
コ
ニ
一
式
。
℃
＼
35254JClfztニ
C、
g
d叶安｝一一平主プ
2イニ

（
一
以
〕
一
三
J

き
一
、
ワ
グ
ト
リ
山
の
、
一
法
話
料
こ
法
目
的
一
日
間
区
長
ご
と
己
℃
、
L
E
r乏
に
コ
い
て
境
疋
ー
に
一
一
久
糸
口
γ
安
田
江
町
、
い
条
は
、

ワ
グ
ケ

i
U
4
t
w
V
一
一
丸
出
に
お
け
↑
ω
父
捗
力
グ
刈
等
主
山
一
回
復
一
（

5
5
5お
2
ミ
ヱ

V
3
3
5
2戸
己
主

2
5
f
ヱ
Z
E
E－L
P
4
2
2
5

3
宅一
C
〈
ハ
己
を
I
臥

1
Z一
る
ご
と
P

刷
J

か
に
こ
h

い
る
ド

（p
h

ぽ
ぺ
叶
川
能
的
六
人
地
代
衣
削
（
交
渉
川
阿
佐
山
則
一
心
国
下
、
む
詩
人
に
じ
村
川
の

rこ
ろ
史
散
デ
る
も
の
心
、
心
H
Q
応
説
U
J
A
一
川
し
て
、

P
こ一
u
t
z
一正義同二－
1
d
v

、
は
、
日
；
ト
聞
も
あ
プ
丸
山
1
f
t
刊
鮮
L

、、
J

た
｝
い
う
こ
と
か
与
え
q
f

～と、一色
U

、
交
芯
単
作
制
に
コ
い
f
特
集
右
組

υ
に

『
川
約
一
試
行
』
一
弘
前
省
F均
的
救
、
寸
認
制
集
｝
附
和
二
八

1
五
月
以
之
江
川
、
心
U
Q
F
J主
例
制
ん
h
r
F
I

（f
－一ノソ一ア
f
氏
に
よ
る
回
日
体
例
を
－
小
L
h
j
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た
コ
ヒ
ミ
ノ
三
j
H
H

い
い
え
寸
氏
支
し
と
、

ν

J
J
U
：
i

ア
巳
「
【
｝

h
f
4
h主
、
て
才
）
l
i
L
V
F～

ー
北
海
道
は
k
h州主
h川
市
予
疋
」
寸
心
～
め
の
単
位
じ
あ
け
、
市
町
れ
の
件
以
は
投
川
市
惟
を
持
八
A

よ
い
「
選
挙
の
結
束
性
H

花
幅
六
心
%
一
？
山
い
い
て
中

白山
L
～
ー
知
事
心
支
持
右
ヘ

cumて
は
F
一
る
が
～

C
ハ
一
%
比
世
良
心
情
に
段
、
t
L日f
｝ノれよノ
J

こ
れ
が
町
一
十
政
治
て
ト
イ
る

FV附
也
介
」
叫
れ
わi
，
医
体

交
品
提
ピ
認
め
／
a

こ
が
を
仏
い
で
あ
F
F
d

と
い
う
こ
J

が一十九
L
u
h
E
い
る
川
J

4

以
内
一
団
伏
父
法
人
目
。
タ
f
U
ぃ
有
す
る
組
合
に
よ
る
父
位
以
叫
に
は
あ

η
料日ーホい
c

計上一日
u
h
u
u

古
り
二
一
コ
れ
は
引
例
の

1
旬
、
出
府
知
事
出
子
心
主
持
wu
ハr
J
V々
の
〔
羽
山
の
み
は
べ
山
h
H
J
Y
A
ノ
い
、
技
り
同
｛
）
一
叫
ば
別
に
門
つ
の

町
一
］
一
三

4
v
J〆
に
た
る
「
一
氏
一
十
弐
も
山
中
休
交
法
ー
も
き
一
和
叫
ん
♂
一
代
表
す
ハ
J

も
の
に
戸
で
り
わ
や
れ
る
山
三
工
山
川
提
と
す
る

使
vmぷ引に
y
の
組
合
と
も
阿
し
戸
八
人
出
土
認
め
：
い
匂
引
詳
労
働
犯
せ
い
に
υ
品
川
町
別
官
日
古
氾
を
仙
川
ザ
け
す
る
一
弘
泡
h
J

三
コ
コ
、
同
出
げ
て
す

担
を
の
ま
立
で
ば
怯
用
者
、
訓
川
町
出
制
合
中
一
刊
向
つ
レ
じ
る
こ
こ

G
Yり
州
立
の
弱
体
化
を
凶
る
こ
一
T
〕
な
る
」
－
つ
只
～

一
マ
ょ
こ
の
よ
一
つ
な
吋
設
は
、
司
在
も
ア
メ
パ
J

カ
市
川
オ
府
間
組
合
の
共
有
す
る
」
？
？
に
三

L
Y
O

ムj
f

｝
J11、
A
A
F
L
C
I
り
が
強
打
～
に

元
町
化
を
絞
謝
U

Y

J

J

一K
L
る
「
労
間
υ臼ヘ
ω
起
点
〆
の
凶
市
法
」
f

コエ
d

｝引き』」一ミ

2
T
Z
V
2
2
c
シ
っ
こ
も
、
モ
D
、L
J

f

一
匂
内
長
ば
尚
f
I数
心
労

働
乙
が
引
の
労
働
組
へ
1
3一
八
人
志
に
す
が
し
し
く
桁
私
一
る
授
投
票
に
苦
い
じ
よ
，
八
口
ど
は
、
リ
ん
働
妥
h
ムコ

U
2
7よ
日
祖
品
三
六
人
品
代
百
y
」

一
三
認
証
さ
札
心
日
｝
と
な
求
め
る
モ
J
V
C
7
J
ヤ
弘
、
v

一
一
三
、
之
さ
3

2
－
T
J
C
C
完＼

E
E
E
C
コ＼さ一
3
一
押
さ
品
、
主
2
3
L
E
一
ご
ざ

（
民
十
本
弘
川
町
ぶ
郎
JJ
け
号
川
与
す
川
副
知
ム
法
院
品
目
一
斗
本
評
論
性
、
昭
利
↓
ん
l
）
に
よ
h
J
ば、

N
1
u
h
m
t
H
制
九
時
干
議
官
川
u
h
h
J
F
に
机
に
は
T

本
法
九
回

杭
濯
ノ
川
氏
陣
－
一
抗
一
「
ノ
労
尚
者
r
経
…
何
百
仕
か
門
前
二
心
政
治
的
地
付
ノ
川
l
弓
山
川
絞
怖
い
ノ
帆
（
除
ト
丈
円
い
い
ノ
進
展
｜
一
定
山
中
一
九
ス
ベ
キ
山
J
λ

寸
ノ
戒
守
口
J

mノ
ゴ
7h
づ
川
一
川
k

ス
一
と
あ
っ
た
り
を
、
そ
の
彼
政
判
常
同
｛
U
手
で
出
J
t
n
J
如ノ＼山内
i

さ
改
め
た
の
で
あ
り
Q

一
一
六
百
v

？
λ

れ
て
い
る
が
、

庁人間
J

に
以
心
H

Q

Zコ
ル
行
ザ
ス
ー
バ
リ
闘
志
成
長
一
心
日
引
正
指
一
平
に
じ
ノ
「
団
体
交
渉
枠
ノ
保
志
川
川
改
一
が
沈
U
門
的
に
加
え
ら
れ
た
こ
乙
日
、

？と
U
役
引
官
査
以
究
勺
十
て
市
川
〉
b
に
さ
れ
て
い
念
。
逸
門
一
日
八
台
一
附
蒋
一
川
大
山
町
用
J

労
人
目
関
係
以
策
の
成

Y
｛
来
た
出
山
川
会
、
J

成

rL4
－

十
円
一
円
以
上
、
玉
川
行

t
R、
ハ
七
口
、
古
参
列
ハ

一、9
ζ

、ーペ

w
Y
勘九
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